
1 主      旨

2 名      称

3 主      催 公益財団法人 北海道サッカー協会、北海道高等学校体育連盟

4 主      管 函館地区サッカー協会

5 後      援 北海道教育委員会、公益財団法人北海道体育協会

6 期      日 平成２９年１０月７日（土）～９日（月祝）

7 会  　  場

8 参加資格 (1)

(2)

(3)

(4)

(5) 移籍選手：

(6) 統合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる混成は認める。

(7) ①

②

9 参加チーム
及びその数

参加資格を満たしたチームの自由参加とする。

10 競技規則

11 競技方法 (1) トーナメント方式により優勝以下第３位まで決定する。

(2) 試合時間は７０分（前後半３５分）ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

(3)

(4) ３位決定戦は行わない。
(5) 参加チーム数が少ない場合は、総当たり戦を行う。

※ 参加３・４チームの場合、総当たり戦

※ 参加６チームの場合Ａ・Ｂ２ブロックの総当たり戦後、ブロック１位同士による決勝戦

① 総当たり戦の試合時間は、６０分とする。

② 総当たり戦の勝者には、勝－３、引分－１、負－０の勝点を与える。

③

平成２９年度　第２６回北海道高等学校女子サッカー選手権大会
兼　第２６回　全日本高等学校女子サッカー選手権大会北海道予選

大会実施年度の（公財）日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則」による。

函館フットボールパーク　（函館市日吉４丁目１９番１号および７番１号）

（公財）日本サッカー協会に「女子」の種別で登録した加盟登録チームであり、かつ北海道高
等学校体育連盟に加盟した高等学校の単独チームであること。なお、本大会におけるチーム
名は学校名とする。
※チーム編成において、全日制課程、通信制課程、定時制課程の生徒による混合は認めな
い。

大会参加申込締切日(２０１７年９月７日）までに登録された（追加登録も含む）高等学校の生
徒の女子選手であること。

平成２９年度　第２６回北海道高等学校女子サッカー選手権大会
兼　第２６回全日本高等学校女子サッカー選手権大会北海道予選

勝敗が決しない場合はＰＫ方式により次回戦進出チームを決定する。決勝戦において勝敗
が決しない場合は２０分間の延長戦を行い、なお決しない場合にはＰＫ方式によって勝敗を
決定する。

開 催 要 項

北海道における女子サッカーの技術向上と健全な心身の育成を図り、広く女子サッカーの普及
振興に寄与することを目的とし、高等学校のチームすべてが参加できる大会として実施する。

総当たり戦の順位は、勝点、得失点差、総得点、当該チームの対戦結果、当該チーム間
の得失点差、当該チーム間の総得点数の順によって決定する。なお、すべて同じ場合に
は、ＰＫ方式で決定する。

外国人留学生の登録は４名までとし、試合出場は２名までとする。

「高体連主催大会参加者災害補償制度」に加入、または加入の意志のある者。

転校後６ヶ月未満の者の参加を認めない。（外国人留学生もこれに準じる）ただし、一家
転住等やむを得ない場合は、支部長の許可があればこの限りではない。

本大会の予選を通して、選手は他のチームで参加（参加申込）していないこと。

転校を伴わなくても、高体連加盟以外のチームから高体連加盟チームへ移籍する場合
は、上記①に準ずるものとする。ただし、この規程②の適用は当該年度内に限るものとす
る。



(6)

①

②

③

(7)

12 引率責任者
及び監督

13 参 加 料 ２３，０００円（消費税込）とする。

14 参加申込 参加チームは、以下の手続きを期日までに完了すること。

(1) 参加申込書・プライバシーポリシー同意書の提出

所定の用紙をＥメールで申込先Ａ宛に提出する。

(2) 大会参加料は、申込締切日までに指定口座（７）へ納入すること。

(3) 親権者同意書は、郵送で申込先B宛に送付すること。

(4) 申込締切日　　平成２９年９月７日（木）　１７：００必着

(5)

(6) 申込先　A：所属地区サッカー協会

(7) 参加料納入口座 銀行名

　 　　　　　　　口座名

　　　　　　　口座番号

＊チーム名・監督名を記入の上振込すること

15 組 合 せ (1) 前年度、優勝及び準優勝チームはブロックシードする。

(2) 上記以外のチームにおいてはフリー抽選とする。(同地区出場チームへの１回戦配慮は行わない）

以上（公財）北海道サッカー協会において厳正なる抽選を行う。

※

16 帯同審判 (1)

(2) 帯同審判員は、大会期間中その業務にあたるものとする。

(3)

17 選手変更・
追加届け

参加申込書に登録し得る人員は、各チーム役員５名、選手３０名を最大とする。（ポジション
を、ＧＫ、ＤＦ、ＭＦ、ＦＷと記入すること。）

　　　 B：（公財）北海道サッカー協会
　　　　 　〒０６２－０９１２　札幌市豊平区水車町５丁目５-４１
　　　  　北海道 ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰ内
　　　　　TEL　０１１－８２５－１１００ 　FAX ０１１－８２５－１１０１

　 　 C：函館地区サッカー協会    事務局  長谷川敦也　気付
             〒041－0851　函館市本通2丁目56-7
          　TＥＬ： 0138-55-3141　/FAX　： 0138-55-3188
             Ｅ－ｍａｉｌ:　ａｔｓｕｙａ@ms2.ncv.ne.jp

組合せは（公財）北海道サッカー協会ＨＰ（http://www.hfa-dream.or.jp/)
大会情報・女子/レディース&ガールズで確認すること。

函館サッカー協会会計 会長　新山英二（ニイヤマ　エイジ）

交代を行うことができる数：５名以内

出場チームは、（公財）日本サッカー協会認定審判員（２級以上）を帯同させること。帯同する
審判員の氏名、資格等を参加申込書に記入すること。監督・コーチの兼務不可とする。

みちのく銀行　湯川支店

参加選手の変更は、所定の用紙（登録選手変更・追加届用紙）に記入し、平成２９年９月２０日
（水）１７：００までに各所属地区協会から（公財）北海道サッカー協会並びに函館地区サッカー協
会にＥメールで送付すること。これ以降の変更は認めない。

帯同できない時は、１７，０００円（消費税込）を主管協会に大会参加料と同時に納入するこ
と。

ただし、登録した役員が当日ベンチ入りしない場合は、登録した選手を役員としてベンチ入り
させることができる。

(普通）５１１１４０４

※申込みを受けた地区協会はKick offにて登録状況を確認し、申込書データを申込先Bおよ
びC宛に提出すること。また、プライバシーポリシー同意書をB宛に提出すること。

競技者の数

各試合毎の登録選手数は２０名とする。

交代要員の数：９名以内

引率責任者とは当該校の教員で、監督は学校長が認めた教職員とする。ただし、引率責任者と
監督が同一者の場合は教員とする。

テクニカルエリアを設置する。戦術的指示はテクニカルエリア内からその都度だた１人の役
員が伝えることができる。但し、通訳を必要とする場合は２人までとする。



18 ﾕﾆﾌｫｰﾑ (1)

(2)

(3)

(4) ユニフォームの色、選手番号の参加申込締め切り日以後の変更は認めない。

(5) ユニフォームへの広告表示については認めない。

(6)

19 懲　　　罰 (1)

(2)

(3)

(4)

(5)

20 (1) 日時：平成２９年１０月７日（土）　９：３０　　※監督・主将は必ず参加すること

(2) 場所：函館フットボールパーク第２クラブハウス２階多目的室

21 開 会 式 監督・主将会議終了後同会場で行う。

22 閉 会 式 決勝戦終了後会場で行う。

23 表     彰 (1)

(2) 表彰式は決勝戦終了後に行う。ただし、３位の表彰式は準決勝終了後に行う。

24 選 手 証

25 そ の 他 (1) 各試合の前に代表者ミーティングを実施する。

① 各試合競技開始７０分前に所定の場所で実施する。

②

③ 両チームのユニフォームを決定する。（ユニフォームを正副一式持参すること）

④ 諸注意事項の説明等を行う。

(2)

(3)

(4)

(5)

荒天・震災・雷等、不測の事態が発生した場合は本大会実施委員会（主管地区協会理事、
競技委員長、審判委員長等で構成）において協議の上、対処する。中断・中止・延期すること
があることを留意すること。

優勝・準優勝チーム２校には、平成２９年１２月～平成３０年１月に兵庫県で行われる第２６
回全日本高等学校女子サッカー選手権大会への参加を義務づける。

ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ソックスについては、正の他に副として、正と色彩（濃淡）が異
なり判別しやすいユニフォームを参加申込書に記載し、各試合に必ず携行すること。（ＦＰ・Ｇ
Ｋ用共）。（公財）日本サッカー協会に登録されたものを原則とする。

メンバー提出用紙を出場選手の選手証と共に提出すること。（ユニフォームカラーは未記
入のこと）

大会期間中の負傷及び事故の責任は、当該チームが負うものとする。また、医師及び救急
用具の準備は各チームの責任において行うこととする。

大会規定に違反し、その他、不都合な行為があった場合、そのチームの出場を停止する。

 本大会期間中に警告を2回受けた選手は、次の１試合に出場できない。

本大会は、（公財）日本サッカー協会「懲罰規程」に則り、大会規律委員会を設ける。

(公財）日本サッカー協会および本大会に参加申込を完了した選手のみが試合に出場する権利
を有する。選手は、試合出場に際し(公財）日本サッカー協会の発行する選手証（顔写真添付）を
原則として持参しなければならない。但し、WEB登録システム「KICKOFF」から出力された（電子
登録証の写し、写真貼り付けによる顔の認識ができるもの）により確認がとれれば出場を認め
る。

 本開催要項の記載事項にない懲罰に関する事項は、大会規律委員会にて決定する。

優勝、準優勝、第３位には、表彰状を授与する。なお、優勝チームには（公財）北海道サッ
カー協会杯を授与して次回までこれを保持する。

シャツの前面・背面に参加申込の際に登録した選手番号を付けること。ショーツの選手番号
についてはつけることが望ましい。

監督・主将
会　　　 議

（公財）日本サッカー協会のユニフォーム規程(2016年4月1日施行)に基づいたユニフォーム
を使用しなければならない。＊（公財）北海道サッカー協会ホームページに掲載
ただし、今回の規程で追加・変更となった内容のうち、以下は2019年3月31日まで旧規程によ
る運用を許容する。
第5条(ユニフォームへの表示)※該当のみ抜粋
・GKグローブ・キャップへのチーム識別標章・選手番号・選手名の表示
・両肩・両脇・両袖口・両腰脇・両裾に表示できる製造メーカーロゴマークの幅（10cmから8cm
に変更）
・同一の製造メーカーロゴを帯状に配置する場合のロゴマーク間の距離

ソックスの上にテープをまく場合、そのテープ等の色はソックスの色と同じものに限る。

 本大会において退場を命じられた選手は、自動的に次の1試合に出場できず、それ以降の処置
については大会規律委員会において決定する。

大会規律委員会の委員長は女子委員長とし、委員については委員長が決定する。


